
































































































(1)『太陽コーパス』各年第１号の全記事に対して、「近代文語 UniDic」と MeCab を用い
て自動形態素解析を実施。 
(2)上記の解析結果データから、各号の冒頭５万レコードをサンプルとして抽出。ただし、
1895 年第 1 号は当該部分に口語記事が多く、1901 年第 1 号は当該部分に口語記事が皆
無であり、ともに『太陽コーパス』の全体的傾向と異なるため、一部のサンプルを記事
ごと入れ替え、『太陽コーパス』の年次ごとの文体のバランスから大きくずれることが 






 表１ 各年次 5万レコードの調査対象の記事 
 
年 号 記事 著者 欄 文体 ジャンル 文字数 備考
1895 1 〈扉〉 ＊ ＊ 文語 ＊＊＊ 737   
1895 1 太陽の発刊 大橋新太郎 ＊ 文語 NDC051 3078   
1895 1 学界の大革新 久米邦武 論説 文語 NDC002 8093   
1895 1 戦勝後の教育 千頭清臣 論説 文語 NDC371 5865   
1895 1 戦争と文学 坪内逍遥 論説 文語 NDC901 7284   
1895 1 漢字の利害 三宅雪嶺 論説 文語 NDC811 5266   
1895 1 国語研究に就て 上田万年 論説 口語 NDC810 7200   
1895 1 事物変遷の研究に対する人類学的方法 坪井正五郎 論説 口語 NDC469 2567   
1895 1 経済的闘争 井上辰九郎 論説 文語 NDC333 5117   
1895 1 農業教育に就きて 横井時敬 論説 文語 NDC610 4593   
1895 1 対清政策 尾崎行雄 論説 文語 NDC329 8218   
1895 1 日本帝国の任務 中西牛郎 論説 文語 NDC311 4362   
1895 1 京都の新案内記 中川四明 地理 文語 NDC291 7354  
1895 1 紀元前の著名なる航海者 森田思軒 史伝 文語 NDC209 4458 途中
1901 1 〈扉〉 ＊ ＊ 文語 ＊＊＊ 149  
1901 1 明治三十四年 ＊ 太陽 文語 NDC302 2171   
1901 1 昨冬の露帝 有賀長雄 論説 文語 NDC288 3509   
1901 1 学政振張と財政 久保田譲 論説 文語 NDC373 5767   
1901 1 韓国移民論 加藤増雄 論説 文語 NDC334 3198   
1901 1 欧州農業界の大勢を論じ延きて我国農業の前途に及ぶ 横井時敬 論説 文語 NDC612 5798   
1901 1 文明批評家としての文学者（本邦文壇の側面評） 高山樗牛 論説 文語 NDC901 9757   
1901 1 永遠平和の基礎を樹つるの道 国府犀東 論説 文語 NDC319 4977   
1901 1 大学派の政治的系統 ＊ 人物月旦 文語 NDC377 5880   
1901 1 文芸時評 大町桂月 文芸時評 文語 NDC904 13782   
1901 1 政治時評 国府犀東 政治時評 文語 NDC312 9001   
1901 1 社会の腐敗救治意見 ＊（筆記）；清浦奎吾（談 名家談叢 口語 NDC154 4162   
1901 1 社会の腐敗救治意見 岡部長職 名家談叢 口語 NDC154 1620   
1901 1 社会の腐敗救治意見 石黒忠悳 名家談叢 口語 NDC154 1361   
1901 1 社会の腐敗救治意見 久保田譲 名家談叢 口語 NDC154 1658   
1901 1 社会の腐敗救治意見 戸水寛人 名家談叢 口語 NDC154 3404   
1901 1 宗教時評 龍山学人 宗教時評 文語 NDC162 5183 途中
1909 1 政治家の分類 ＊ 時事評論 文語 NDC312 10387  
1909 1 大流小流 ＊ 時事評論 口語 NDC329 1888   
1909 1 小是非 ＊ 時事評論 文語 NDC304 1104   
1909 1 大谷光瑞法主 西湖生（筆記）；鳥谷部春 人物月旦 口語 NDC188 7006   
1909 1 新刑法に就て 鵜沢総明 論説 文語 NDC326 11075   
1909 1 大同派の威嚇 ＊ ＊ 文語 NDC312 204   
1909 1 清国多難の秋 竹越三叉 論説 口語 NDC302 15281   
1909 1 列国外交機関と我外務省 望月小太郎 論説 文語 NDC319 5523   
1909 1 社会の変遷と信仰問題 姉崎嘲風 論説 口語 NDC316 11992   
1909 1 英米綽名の起原 ＊ ＊ 口語 NDC832 295   
1909 1 清国の真相 清国の革命党 犬養毅（談） 論説 口語 NDC312 4669   
1909 1 清国の真相 支那政治家と支那国民 高田早苗（談） 論説 口語 NDC312 2588   


















































1917 1 挙国一致の外政策 浮田和民 ＊ 口語 NDC319 9244   
1917 1 講和乎恒久戦乎 浅田江村 ＊ 口語 NDC329 6636   
1917 1 海軍更迭短評 ＊ ＊ 口語 NDC397 1910   
1917 1 政界の表裏 内大臣問題─新大臣月旦 無名隠士 無名隠士夜話 口語 NDC312 10191   
1917 1 法曹漫語 日東 ＊ 口語 NDC327 2186   
1917 1 恋愛の破産時代 内田魯庵 案頭三尺 口語 NDC152 10965   
1917 1 時事俳句 その日その日 渡部霞亭 ＊ 文語 NDC911 535   
1917 1 心頭雑草 与謝野晶子 婦人界評論 口語 NDC914 7677   
1917 1 一九一七年の国際経済 堀江帰一 経済財政時論 文語 NDC333 8000   
1917 1 戦時欧米産業界の活動 記者（文責）；鶴見左右雄 ＊ 口語 NDC333 10481   
1917 1 正貨と我が財政経済 神戸正雄 ＊ 口語 NDC337 9421 途中
1925 1 昨年の今月 ＊ ＊ 文語 NDC302 688 
1925 1 近代文明と発明 阪谷芳郎 ＊ 口語 NDC507 7465   
1925 1 近代兵器の進歩並に将来の趨勢 大橋顧四郎 ＊ 口語 NDC559 8551   
1925 1 鼻で見、指で聞く少女 牧田環 ＊ 口語 NDC147 4113   
1925 1 歴代の総理大臣（一） 三宅雪嶺 ＊ 口語 NDC312 2643   
1925 1 現代の女性美 斎藤佳三 ＊ 口語 NDC701 3428   
1925 1 政界煙話 鬼谷庵 ＊ 口語 NDC312 4696   
1925 1 阪神船成金の今昔 乱峰子 ＊ 口語 NDC332 2737   
1925 1 最近に於ける飛行機の発達 長岡外史 ＊ 口語 NDC538 9060   
1925 1 官界から実業界に入りて 白仁武 ＊ 口語 NDC335 2094   
1925 1 近世畸人伝 老鉄と鬼助 村松梢風 ＊ 口語 NDC289 4065   
1925 1 貸金庫とはドンなものか 東京では日本興銀と三菱 記者 ＊ 口語 NDC338 3553   
1925 1 生活上に於ける差別撤廃論 三輪田元道 ＊ 口語 NDC361 10622   
1925 1 明治初年外交物語（その四）八太郎の虎の巻 豹子頭 ＊ 口語 NDC210 7695 途中











 表２ 『太陽コーパス』形態素解析データ各年次 5万レコードにおける助動詞の頻度 
意味 語彙素 1895(明 28)年 1901(明 34)年 1909(明 42)年 1917(大 6)年 1925(大 14)年 計 
断定 
●じゃ       21 1 22
●だ 171 130 737 1019 1385 3442
○たり-断定 154 148 132 104 42 580
○なり-断定 930 1226 684 585 465 3890
丁寧 
●です 3 6 1 52 8 70
●ます 183 63  76 60 382
●やんす 1   1
過去・完了 
○き 148 243 59 26 14 490
○けり 15 5   2   22
●た 50 48 499 702 926 2225
○たり-完了 242 219 194 70 11 736
○つ 4 2 1   2 9
●てる     1 10 11 22
○ぬ 22 30 9 2 1 64
○り 236 248 133 78 59 754
推量 
○なり-推定 2         2
○べし 415 406 255 167 48 1291
○む 258 261 106 97 30 752
○めり 1         1
らしい   1           1 4 4 10
○らむ 1     1   2
否定 
○非ず   5       5
○じ 5 11       16
○ず 860 883 501 428 193 2865
●ない 5 14 71 150 167 407
●まい  3 9 23 12 47
○まじ           1 2 1 1 0 5
受身 
られる 71 127 138 106 66 508
れる 92 47 68 171 187 565
使役 
させる     1 4 1 6
○しめる 104 89 73 60 27 353
せる 9 13 6 25 26 79
比況 ○ごとし 151 204 189 146 39 729
希望 
●たい 5 5 3 11 53 77
●たがる   1     2 3
 ●は口語助動詞、○は文語助動詞、●も○もないものは口語・文語に共通する助動詞。 
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  図２ 主要な断定の助動詞の頻度     図３ 主要な過去・完了の助動詞の頻度 
 
 断定の助動詞については、図２から次のようなことが読み取れる。まず、「だ」が 1901




















































                      
 
図４ 「だ」の活用形別頻度        図５ 連用形「で」の後接形式             
 
  大决心を有つ者でありまする。（1895年 1号・上田万年「国語研究に就て」） 
  平和の破壞であつて平和の手段でない（1917年 1号・浅田江村「講和乎恒久戦乎」） 
  或意味に於ては帝國海軍の慶事で、（1917年 1号・＊「海軍更迭短評」） 
  斯樣な不都合な外交を遣るものは（1909年 1号・＊「大流小流」） 
  人生を觀じて樂觀だの悲觀だのとさわぐ（1909 年 1 号・姉崎嘲風「社会の変遷と信仰
問題」） 
  ツマリ富谷君に關係があるのだ、（1917年 1号・日東「法曹漫語」） 
  政治的に餓死せねばならぬ時であるだらうと思ふ。（1909年 1号・竹越三叉「清国多難
の秋」） 








  普通の秀才位では、到底こゝに達する能はず（1901年 1号・大町桂月「文芸時評」） 
 ６件中４件が、第１例のように連体形「な」であり、多くの年次の多様な記事に点在し
ている。全体では少数派の連体形「な」の場合に文語文中でも口語助動詞が現れやすいの















ある。当初 1895 年及び 1901 年では、終止形「なり」、連用形「に」、連体形「なる」が多
く、未然形「なら」、已然形「なれ」、連用形「なり」は少なかった。1909 年からは、終止
形「なり」、連体形「なる」が減少し、特に終止形「なり」は急速に衰退し、1925年ではわ













                      
 















 未然 連用形-一般 連用形-に・と 終止 連体 已然形 計 
なり 187(13.5%) 5(0.4%) 882(63.5%) 48(3.5%) 256(18.4%) 11(0.8%) 1389(100.1%)






  元老を攻撃するなどは餘りに下品ぢや。（1917年 1号・無名隠士「政界の表裏 内大臣 
問題」） 
  彼樣なる別が有るものでござります（1895年 1号・坪井正五郎「事物変遷の研究に対 
する人類学的方法」） 

















  或は慨然として長息し（1895年 1号・坪内逍遙「戦争と文学」） 
  或は漠然と數人を愛して（1917年 1号・内田魯庵「恋愛の破産時代」） 
  决して政治家たるを得じ（1901年 1号・＊「大学派の政治的系統」） 
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付 記 
本稿は、「国立国語研究所『通時コーパス』プロジェクト・オックスフォード大学 VSARPJ
プロジェクト合同シンポジウム『通時コーパスと日本語史研究』」（2012年 7月 31日、国立
国語研究所）において発表した内容に基づいている。 
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